
 1 

 

 
 

Discrete DAC Plus 
 
 

Users Manual 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ 取扱説明書 ] 

 

 ( “Discrete DAC” + “Premier Powerbase” ) 

 



2 

 

 
 

もくじ                                      
 
 

はじめに/MSB Discrete DAC Plusの概要. . . . .  3 

 

梱包内容/設置について/接続の前に/電源コードの取扱い/ご使用上の諸注意). . . . .  4 

 

リアパネル/接続. . . . .  5 

 

フロントパネル/操作. . . . .  6 

バーンインについて 

 

セットアップメニュー・オプション. . . . . 7 

 

リモコン. . . . . 8   

 

Premier Powerbase /操作. . . . . 9   

 

グランドターミナルのジャンパー設定. . . . . 10   

 

12V トリガーの使い方. . . . . 11   

 

トラブルシューティング. . . . .12 

 

主な仕様. . . . . 13 

 

ファームウェアの更新について. . . . . 14 

 

保証. . . . . 15 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



3 

 

 

はじめに                                    
 

このたびは、MSBテクノロジー”Discrete DAC Plus”をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。 

本取扱説明書には、本機の設置や操作についての重要な情報が含まれています。 

本機の優れた機能・性能を存分に発揮させ末長くご愛用いただくため、本説明書を一通りお読みの上、設置や操作の詳細について

充分にご理解いただき、正しくご使用くださいますようお願い申し上げます。 

 

[ MSB Discrete DAC Plus概要 ] 

Discrete DAC本体には、フラッグシップ機 Select DACの開発から生まれたMSBの新しいDAC技術による”Prime DAC”モジ

ュールが2基搭載されています。このDACは、幾世代にもわたって深化を遂げてきた独自のディスクリート・サインマグニチュード・

ラダーDAC の究極ともいえるもので、完全バランス仕立ての超高精度ディスクリートラダーDAC アーキテクチャーによって構成さ

れています。デジタル音源の PCM あるいは DSD のそれぞれの形態に応じてデコーディング回路を最適化するこの Prime DAC

モジュールは、極めてダイナミックな再生能力を誇っています。 

デジタル入力には、同軸 RCA、AES/EBU、トスリンク x2 の 4 系統を標準装備。加えてオプションデジタル入力スロットを 2 系統備

え、”Select DAC”、”Reference DAC”と同一の、各種デジタル入力モジュールをそのまま追装備することを可能とする MSB 伝

統の優れた拡張性とアップグレーダビリティーを備えています。 

 

そして、この”Discrete DAC Plus”は、標準モデルDiscrete DACの電源「デスクトップ・パワーサプライ」に代えて、アップグレード・

パワーサプライ”Premier Powerbase”(プレミア・パワーベース)をセットとしたスペシャルモデルとなっています。 

本体のデジタルセクション(MAIN)とアナログセクション(2nd)のそれぞれに、別々に電源供給をすることで回路相互のアイソレーショ

ンを格段に上げ、Discrete DAC本来の能力がより強化されています。 

 

 

 

[ 標準構成 ] 

■固定デジタル入力: [ Coax RCA ] [ AES/EBU XLR ] [ Toslink x2 ]  

■Word-Sync Output(BNC)  

■追加デジタル入力プラグインスロット 2系統(下記デジタル入力オプションの装着が可能)  

■バランスアナログ出力(XLR)  

■Premier Powerbase  

■MSBアルミリモコン付属  

 

[ デジタル入力オプション ] 

■Pro ISL (LC-LC Fiber Single Mode Duplex光ケーブル付属)      

■Quad DSD&MQA USB  

■Network Renderer V2 
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[ 梱包内容 ] 

●本体 : Discrete DAC (w/4x Vitonフィート) 

●電源 : Premier Powerbase (w/4x Vitonフィート) / DC電源コード 2本 / AC電源コード 1本 

●リモコン / Micro-USBパワーチャージケーブル 

●取説  

●保証登録カード(はがき) 

 

[ 設置について ] 

●オーバーヒート防止のため、本機の両側、ならびに上方には通気を確保する空きを設けてください。 

●フロントパネルにはリモコンの受光部がありますので、ラック内に設置するような場合、フロントパネルが扉などで隠れてしまわな

いようご注意ください。リモコンは、赤外線ですから、ガラスなどは問題なく透過します。 

 

 

 

 

 

[ 接続の前に ] 

■接続は、本機および接続する機器の電源コードをすべて抜いてから始めてください。 

 

付属電源コードの取扱いについて 

本機(電源ユニット)に付属しているAC電源コードは、本機専用のものです。他の機器にはご使用になれません。 

 

ご使用上の諸注意                             

本機の性能を充分に引き出し、また安全にご使用いただくため、以下の点にご注意ください。 

■火災や感電等の危険を避けるため、湿気の多い場所や水のかかる場所で本機を使用しないでください。 

■火災や感電等の危険を避けるため、本機のカバーを取り外さないでください。内部にはお客様に調整していただく箇所はありませ

ん。 

■本機を、水のかかりやすい場所、湿気の多い場所で使用しないでください。また水がかかった時は、すぐに電源コードをコンセント

から抜いてください。 

■本機を、暖炉やストーブなど熱源の近く、あるいは熱を発生する機器の付近で使用しないでください。 

■本機を、直射日光の当る場所、あるいは低温になる場所で使用しないでください。 

■本機は指定された電源以外では使用しないでください。 

■本機のお手入れには柔らかい布をご使用ください。水やダストスプレー、溶剤、研磨剤、クリーニング剤等を筐体に直接に付けるこ

とは避けてください。 
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リアパネル/接続                                   
 

 

 

 

※接続は、本機および接続する機器の電源をすべて切ってから始めてください。 

※接続が完了してシステム全体に電源投入する際の順序は、ノイズ防止のため、 [ソース機器]→[本機]→[アンプ]としてください。切るときは逆順。 

 

1.  デジタルオーディオ・ソース機器の接続 :  

●デジタル入力(標準装備) 

[ Coax RCA ] CD トランスポートなどと同軸ケーブルで接続 

[ Toslink x2 ] CD トランスポートなどとトスリンク光ケーブルで接続 

[ AES/EBU XLR ] CD トランスポートなどとAES/EBUケーブルで接続 

●入力モジュール・スロット(オプションの下記デジタル入力モジュールを装着可) 

[ MSB ProISL ] LC-LC Fiber Single Mode Duplex光ケーブルを使って 

MSB トランスポートの ISL端子、あるいは Pro USBアダプターと接続 

[ Quad DSD&MQA USB ] USB2.0ケーブル PCやNASなどと接続 

[ Network Renderer V2 ] イーサネットケーブルでネットワークと接続 

 

※オプションモジュールの装着は必ず電源を切ってから行なってください。 

既に装着されているモジュールのレバーを引きゆっくりと抜いて、新たに入れるモジュールを溝に沿って奥までゆっくりと挿入しレバーを 

押し込んで固定します。  
注意: モジュール抜き差しの際は基板や端子には手を触れないで、金属ケースを持って行なってください。 

基板や端子に触れると静電気で故障の原因となることがありますのでご注意ください。 

 

2.  アンプとの接続 : ※本機のアナログ出力はバランス仕様となっています。アンプのバランス入力端子に接続してください。 

注意: 本機のバランス出力はフローティング完全バランス方式です。バランス⇒アンバランス変換アダプターやアンバランス変換ケーブルなどでの使用は 

避けてください。本来の性能が発揮できません。また、故障の原因となることがあります。 

●アナログ出力をプリアンプのバランスライン入力に接続します。 

→この場合、セットップメニューで本機のボリュームをOFFにセットし、プリアンプで音量調整します。  

●あるいはアナログ出力をパワーアンプのバランス入力にダイレクトに接続することも可能です。 

→この場合、セットップメニューで本機のボリュームを有効にし、本機のボリュームコントロールで音量調整します。 

 

3.  電源 :  

●Discete DAC Plusは、電源(Premier Powerbase)が別筐体です。 

本体のDC電源入力端子(DUAL LINK POWER/2ND&MAIN)と、 

電源のDUAL-LINK DAC POWER端子との間を 2本のDC電源コードでつなぎます。 

AC電源入力に付属のAC電源コードを繋いでACプラグを壁コンセントAC100V(50Hz/60Hz)に差し込みます。 

 

■WORD SYNC: ワードクロックを出力します。 

■RS232: システムコントローラーで本機を操作する場合の端子です。 

■GROUND TERNIMINALの使用法は 10ページ、12V TRIGGERの使用法は 11ページを参照してください。  

入力モジュール・スロット 2系統 アナログ出力 デジタル入力  RS232 DC電源入力 
ワードシンク出力                           

DC電源出力 AC電源入力 

100V,50/60Hz 

12V トリガー端子                           ヒューズホルダー 

(5A250V,SlowBlo, 

5x20mm mini.fuse)                           

グランドターミナル                           
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フロントパネル/操作                                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● INPUT < / INPUT >  

入力切替です。 

後述のセットアップメニューオプションの設定モードによって選ばれる入力が限定される場合があります。 

(AUTO入力メニュー設定時では、有効なデジタル信号のある入力に自動的に切り替わります) 

*メニューの操作中は、> ボタンはメニューの詳細項目の表示に使い、< ボタンは戻る(選択を解除)に使います。  

● MENU 

各種動作モードを設定変更するためのセットアップメニューオプション・モードにアクセスします。 

もう一度押すとセットアップを終了します。 

 

● VOLUME 

 ホリューム・アップ/ダウンを操作します。( 0 – 106 ) 

*メニューの操作中は、このボタンはメニュー項目の移動と、> ボタンで選択したメニューの詳細項目を切替えます。 

 

● DISPLAY 

 入力、サンプルレート、信号の種類(PCMレートの数字、DSD)、ボリュームレベルなどの情報を表示します。 

 (サンプルレートや信号の種類の表示は再生のはじめに表示され、すぐにボリューム表示に切り替わります) 

 

[ 操作のしかた ] 

1. 電源ユニットの押しボタンをONにすると本体に電源が供給され動作状態となります。 

 

※電源ONの後、ウォームアップに必要な時間は通常 3～5時間程度です。 

 

2. 有効なデジタルオーディオ・ソースの再生を始めると、本機のディスプレーに入力サンプルレートとビットレートが表示され、アナ

ログ出力します。別の入力を選ぶ場合は入力切替ボタンで操作してください。 

 

3. ボリュームノブ(またはリモコンのボリュームボタン)で適切な音量に調節してください(ボリュームが有効に設定されている場合)。 

    

 

[ バーンインについて ] 

一般的にオーディオ機器は配線材やコンデンサーなどの特性により、機器がベストコンディションに達するまで音楽再生による「バ

ーンイン」運転が必要です。そのバーンイン時間には最低 100時間程度を要します。 

MENU 

INPUT< INPUT > 

DISPLAY VOLUME 
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セットアップメニュー・オプション                               
  

本機は、以下のように、デジタル処理におけるメニュー・オプションのスタートアップ設定値の変更が可能です。 

 

●メニュー操作のしかた 

1. MENUボタンを押すとセットアップメニューオプション・モードに入り、ディスプレーに設定メニューが表示されます。 

2. VOLUMEノブを回してメニューを選択します。 

3. INPUT > を押すとそのメニューの現在の詳細設定が表示されます。 

  (現在の設定がそのままで良ければ、INPUT<ノブを押せばメニューに戻ります) 

  設定変更する時は以下の手順で行ないます。 

4. VOLUMEノブを回して詳細設定を切替えます。 

5. INPUT > を押すとその設定値が確定されメニュー表示に戻ります。 

6. 再び 2～3のプロセスを繰り返し、別のメニュー設定を行ないます。 

7. MENUボタンを押すと、変更された設定が保存され、メニューモードが終了します。 

 

●メニュー・オプション 

■Brightness : 1 – 10の段階でディスプレーの明るさを調整できます。(初期設定= 8 ) 

 

■Display : ON/ OFF :  

ON(初期設定) : 常時点灯 

OFFを選ぶとディスプレーは通常非点灯となりますが、何らかの操作をしたときにのみ一時的に点灯します。 

 

■Volume : 電源ON時、最初のボリュームレベルを設定できます。 

0 – 100 (初期設定=70)  

OFF : ボリューム操作を無効にします。出力レベルは VOLUME 100と同じレベルに固定されます。 

 

■Output : High / Low:  

High(初期設定): 標準出力レベル(出力インピーダンス 300Ω) 

Low: -6dB出力レベル(出力インピーダンス 150Ω) 

 

■Switch :  

Manual : アクティブな入力を INPUTボタンで選択できます。AUTOスイッチングモードは適用されません。 

Smart : アクティブな入力を INPUT ボタンで選択できます。但し、ここでは AUTO スイッチングモードも有効となりますので、優先順

位の高いアクティブな入力が来ると、自動的にそれを選びます。 

Normal(初期設定) : アクティブ/非アクティブを問わず装備されている入力すべてを INPUTボタンで選択できます。AUTOスイッチ

ングモードも有効となっています。 

 

■Reset : メニュー・オプションの各項目を出荷時初期設定に戻します。 

 

 

(以下は確認のみで設定変更はできません) 

■SN : DI##### : 本機のシリアル番号を表示 

■Code : 本機のファームウェアコード番号を表示 
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リモコン                                       
 

 

 
1. LED :  

 

[ 操作時 ] 

白点灯=リモコン操作によってコマンドが発信された時 

赤/白点灯=コマンド発信時; 但しローバッテリー状態 

赤点滅=バッテリーチャージを必要とします 

 

[ チャージ中 ] 

赤点灯=チャージ中 

白点灯=フルチャージ完了 

 

2. 電源 ON/OFF 

オプション電源(Premier Powerbase)から電源供給している場合

にのみ有効です、 

(標準システムに付属のDesktop Power Supplyでは 

この機能は無効です) 

 

3. 入力切替 

 

4. (アクションボタン 1): 位相反転 Invert ON/OFF  

反転(Invert)時はディスプレーに”I”表示 

 

5. (アクションボタン 2): ビデオ(Video)モードON/OFF 

(ビデオソース再生時のリップシンク機能です) 

ON時はディスプレーに”V”表示 

  

6. DAC MENU 

本体のMENUボタンと同一機能です。 

MENUモードでは、ボリュームホイール(7)のアップ/ダウン操作が 

項目選択、ミュート(8)ボタンが ENTERとして機能します。  

リターンは、MENU(6)ボタンを押します。 

 

7. ボリュームホイール 

 ホイールの円に沿って指を右に回すとボリュームアップ 

 左に回すとボリュームダウン 

 

8. ミュート 

 

9. – 14 まではMSB TRANSPORT用の機能です。 

 

15. バッテリーチャージポート 

Micro-USB ケーブルでパソコンや USB電源などに接続し 

リモコン内部のバッテリーを充電します。 

 

Note: 4,5のアクションボタンの設定は、DACがリセットされるか電源がオフになるたびにリセットされます。これらの設定をリセット

または電源オフしても保持したい場合は、アクションボタンの設定後、メニューボタンを 2回押してください。 
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Premier Powerbase /操作                                        
 

Premier Powerbaseは、フロントパネルに、 

電源オンオフボタン(Power Button)と、 

LEDインジケーター、そして、 

リモコン受光窓(IR Sensor)があります。 

 

また、手前の底面には、 

電源オンオフの動作モード切替スイッチ(Power Control)と、 

LEDインジケーターの明るさを変えるダイヤル(Display Brightness)が装備されています。 

 

 

 

 

● LEDインジケーターのステータス 

白点灯 = 電源オン 

赤点灯 = 電源オフ 

橙点灯 = 12V トリガーでコントロールされる Linkedモード 

橙点滅 = 過電圧プロテクション 

 

● Display Brightness: LEDインジケーターの明るさ調整   

左に回すと暗くなり、右に回すと明るくなります。 

 

● Power Control: 電源オンオフの動作モード切替スイッチ   

Normal = 本機が 12V トリガーのマスター機となります。通常(12V トリガー機能を使用しない場合)はNormalにしてください。 

Linked = 本機が 12V トリガーのスレーブ機となります。本機の電源ボタンでの操作はできません。 

 

※詳細は 11ページ「12V トリガーの使い方」もご参照ください。 
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グランドターミナルのジャンパー設定                                       

 

■グランドジャンパーについて 

 

・工場出荷時はデフォルト設定として、グランドジャンパーが相互接続されています。 

通常はこの状態で使用してください。 

 

 ジャンパーを外したままの状態では絶対に使用しないでください。 

 

 

 

 

 

・ジャンパーを外す場合は、AMP表示のグランド端子からアンプのシャーシーグランド*への結線が必要です。 

これにより、アイソレーションが改善され音質改善となる場合があります。 

 

 *アンプのスピーカー端子のマイナス側はグランドではないことが多く、そこには絶対に

つながないでください。(両方の機器を損傷させる恐れがあり保証対象外となります) 

 

 

アースターミナルのないアンプのシャーシーグランドは、 

筐体を留めているネジを緩め、グランドケーブルのラグ端子を取り付けるのが確実です。 
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12V トリガーの使い方                                      
 

■トリガー機能について: 

Premier Powerbaseには 12Vリモートトリガー端子が装備されています。 

この端子は他のMSB製品との間で電源オン/オフを同期させて連動操作する時に使用します。 

 

●他のMSB製品とのトリガー接続は、相互のトリガー端子を 3.5mm ミニ 3極フォーンプラグ・ケーブルで繋ぎます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●他のMSB製品と本機のどちらを電源オン/オフの際のマスター機にするかを Power Controlスイッチの設定で行ないます。   

Normal = 本機が 12Vトリガーのマスター機となります。通常(12Vトリガー機能を使用しない場合)はNormalにしてください。 

(本機の電源オン/オフに同期してトリガー接続した他のMSB製品をオフ/オフさせます) 

Linked = 本機が 12V トリガーのスレーブ機となります。本機の電源ボタンでの操作はできません。 

(トリガー接続した他のMSB製品の電源オン/オフに同期して本機をオフ/オフさせます) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意:この端子はMSB製品同士のトリガー目的以外には使用しないでください。 

(この端子のトリガー信号には 12VDCが使用されています。破損の恐れがありますので、 

特にイヤフォーンなどは、絶対につながないでください) 
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トラブルシューティング                                          

 

●音が出ない/ディスプレーのサンプル周波数表示が出ず”- - -”と表示される :  

デジタル入力が検出されないことを示します。入力切替を確認してください。入力切替が正しい場合は、接続したデジタルケーブル

や、接続先のデジタルソース機器(CDトランスポートなど)のデジタル出力設定などが適正かどうかなどをチェックしてください。 

 

●音が出ない/ディスプレーにはサンプル周波数が表示される :  

アナログ出力が正しくアンプに接続されているかどうかチェックしてください。 

ボリュームコントロールが下がっていないかどうかチェックしてください。 

 

●大きい音が歪む :  

ボリュームレベルが適正かどうかをチェックしてください。接続したアンプの入力許容レベルを上回ると音が歪みます。 

 

●ハイレゾ音源のはずがサンプル周波数48kHzなどと低く表示される :  

ソース側のコンフィギュレーションがダウンサンプリング設定になっていないかどうかチェックしてください。 

 

●USB接続で再生しない :  

ご使用のPC及びミュージックプレーヤーソフトの設定が正しいかどうかご確認ください。 

 

●MACパソコンで<Quad DSD&MQA USB>にUSB2接続したとき、2xDSDは再生するが4xDSDを再生しない :  

<Quad DSD&MQA USB>入力のDoP形式でのDSDへの対応は2xDSDまでとなっています。Native形式でのDSDは4xDSDまで

対応します。Windows PCからはNative形式の4xDSDが出力し再生できますが、MACからのDSDはDoP形式のみとなっている

ため4xDSDは再生できません。 

 

●Windows PCで<Quad DSD&MQA USB>にUSB2接続したとき、再生が不調: 

MSB DAC用の最新WindowドライバーがPCにインストールされているかどうかご確認して、されていない場合はインストールして

ください。 

 

●USBダイレクト出力機能のあるNASから<Quad DSD&MQA USB>にUSB接続したとき4xDSDを再生しない: 

NASのファームウェアが、MSB DACの4xDSD再生の認証を受けた最新のものにアップデートされていないことが考えられます。詳

細はNASメーカーにご確認ください。 
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主な仕様                                   
 

[ 標準構成 ] 

■固定デジタル入力: [ Coax RCA ] [ AES/EBU XLR ] [ Toslink x2 ]  

■Word-Sync Output(BNC)  

■追加デジタル入力プラグインスロット 2系統(下記デジタル入力オプションの装着が可能)  

■バランスアナログ出力(XLR)  

■Premier Powerbase  

■MSBアルミリモコン 

■標準カラー: Silver or Black  

 

[ デジタル入力オプション ] 

■Pro ISL (LC-LC Fiber Single Mode Duplex光ケーブル付属)      

■Quad DSD&MQA USB  

■Network Renderer V2 

 

●許容デジタル入力：  

Toslink, Coax, AES/EBU: 24/192kHz, 1xDSD(DoP) 

Quad DSD&MQA USB: 24/384kHz, 2xDSD(DoP), 4xDSD(Native) 

Network Renderer V2: 24/384kHz, 2xDSD(DoP), 4xDSD(Native) 

PRO USB(外付)+PRO ISL: 32/768kHz and 4xDSD(DoP), 8xDSD(Native) 

※MAC OSXではDSDはDoPのみ、Nativeは出力できません。 

●アナログ出力レベル: 3.57V rms; Max (XLR) 

●出力インピーダンス: 300Ω(@Balanced Output=High), 150Ω(@Balanced Output=Low) 

●ボリュームコントロール: 0～106 (ステップ:1dB) 

●アナログ XLR出力極性: Pin 1 = Ground,  Pin 2 = Hot, Pin 3 = Cold 

●電源: 100V AC, 50/60Hz 

●消費電力: 45W 

●外形寸法: 本体,電源各 432W x 51H(脚装着時 75) x 305D (mm)  

●重量: 本体 9.5kg, 電源 9.7kg 

●付属: DC電源コード 2本/ AC電源コード 1本  

リモコン / Micro-USBパワーチャージケーブル 

 

※仕様は予告なく変更される場合があります。 

※表紙写真は実物と異なる場合があります。 
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[ ファームウェアの更新について ] 

MSB Discrete DACは、ファームウェア・アップデートによって製品状態を最新に維持できる機能を持っています。 

ファームウェアの更新情報は下記MSBウェブサイトのサポートページで確認できます。 

www.msbtechnology.com/Support 

 

Discrete DAC の現在のバージョン(ファームウェアコード番号)をメニューから確認し、上記サポートページで最新ファームウェアが

確認された場合は、指定されたアップデートファイル(.wav)をダウンロードし音楽ファイルと同じように再生(※)することで更新され

ます。 

(※ダウンロードしたwavファイルの再生方法 : PC とDiscrete DACを USB接続しプレーヤーソフトで再生する。または、wavフ

ァイルをCD-ROMに焼き、Discrete DACに接続したCDプレーヤーで再生する、のいずれかで行なえます。 

 

但し、PCやCDプレーヤー等のアップサンプリング機能はOFFとした上で、ビットパーフェクトの再生ができなければなりません。 

MSBでは、PCやCDプレーヤー等がビットパーフェクト再生できるかどうかを判定するテストソース(wav ファイル)を用意していま

す。MSBウェブサイト・サポートページから The Bit-Perfect Test files ページを開き適切な Bit Perfect Standard Fileをダウンロー

ドして再生します(MSB アップデートファイルは少なくとも 16bit/44.1kHz のファイル再生がピットパーフェクトでなければなりません)。 

ビットパーフェクトであればディスプレーにその旨が表示されます。テストに問題があると、それは再生されますが、ディスプレーに

は何の変化も示されません。 

 

注意: これらの wav ファイルは極めて高いレベル(0dB)の信号が含まれていますので、再生の際はアンプやスピーカーに負担を

掛けない程度に十分音量を絞ってください。 

 

  

http://www.msbtechnology.com/Support
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保証                                       
 

本機の保証はアクシス株式会社が行ないます。 

同梱の保証登録カードに必要事項をご記入の上、ご購入後 10日以内に下記宛にご返送ください。 

折り返し、保証書をお送りいたします。 

無償保証期間は 2年間です。 

保証についての詳細は、保証書をご覧ください。 

 

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 2-34-27 

アクシス株式会社 

TEL 03-5410-0071 / FAX 03-5410-0622 
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